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　総務省が６月に発表した2020年の国勢調査人口速

報値によると、2015年比の人口減少率最大の都道府

県は秋田県で、岩手と青森が続いている。つまり北

東北３県が人口減少率の上位３位までを独占してい

る。私は直近の約２年間、仕事の都合で秋田県南部

の小都市に単身赴任していた。駅前の商店街や飲み

屋街は典型的なシャッター通りと化しており、ほぼ

例外のない地方衰退の状況を目の当たりにして、自

分に出来ることは何なのだろうかと考えていた。

　秋田県は全国の中で少子高齢化が最も進行してお

り、特に人口減少は深刻な状況である。秋田県の消

滅を本気で心配している地元出身の同僚もいる。人

口減少の理由はいくつかあるが、若者の多くが高校

卒業と同時に進学や就職で他県へ転出し、戻ってこ

ない事があげられる。高賃金や生き甲斐を求めて大

都市の企業に就職したり、高度な学問や技能習得を

目指して他県の大学等に進学したりすることは悪い

ことではない。重要なのは、どのようにして呼び戻

すかということだと思うのである。

　単身赴任先で参加したあるシンポジウムにおい

て、地元の誇れるものを学習することで「地元愛」

が生まれ、それが若者のＵターンにつながることを

期待するという議論があった。「地元学」という地域

づくりの手法が知られているが、これは地域の人が

地元にあるものを探して地域おこしにつなげる取り

組みである。私は単身赴任ということもあり、地元

学の担い手になることは困難なので、会社の事業を

アピールすることで地元愛醸成に一役買いたいと考

えた。幸いにも当社の事業はその地域に根差し、僅

かであるが地元の役に立っていると思っているの

で、地元の若い人たちが自分事のように自慢できる

存在になれるかもしれないと考えたのである。ただ、

幸か不幸か、この取り組みを本格化させる前に単身

赴任は終わってしまったのである。

　岩手に戻った今年の６月、会社施設の見学者案内

をする機会があった。見学者は県内トップクラスの

進学校の生徒である。見学中、どのような質問が出

るか身構えていたが、私の持ち場では質問は１件だ

けであった。質問が少ないのは説明が悪いか、参加

者に興味が無いかのどちらか又は両方と思われる

が、たぶん説明が悪かったのだろうと反省した。し

かしその２日後、同じように地元の小学５年生を案

内したところ、矢継ぎ早にいくつも質問され、活気

に満ちた見学会となった。秋田で成しえなかった事

が、少しできたような気がした。この見学をきっか

けに地元愛が高まれば、一旦は地元を離れても、や

がて戻ってきてくれるのではないかと期待したくな

るものである。

　地元新聞やテレビ等において、小学生らによる公

共施設見学の報道がよく見られるが、民間企業の報

道は少ないように思う。県内にも、地域の特徴を生

かした事業や活気のある企業は数多く存在するはず

である。行政等が主催するイベントへの参加や協力

要請などを受け入れる企業が増えれば、小中高生た

ちが地元を知る機会も増え、やがては若者の地元定

着につながるのではないだろうか。そのようなこと

を期待しながら、まずは自分自身の見学者への説明

能力を上げようと試行錯誤している。
沖《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《《

〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県が整備を進める農地中間管理

機構関連農地整備事業の平良木地

区の工事安全祈願祭が２日、花巻

市高松で開かれた。式典には約30

人が出席し、工事の無事故・無災

害を祈願した。同事業では、ほ場

の区画拡大と併せて農道も整備す

ることにより、ほ場への進入と走

行性を改善し、大型機械による営

農を行う。

　式典は、平良木地区促進委員会

（川村憲一会長）と第１号工事を

担当する㈱佐藤組（北上市）の主

催。同市高松の平良木公民館で行

われた式典には、県南広域振興局

農政部北上農村整備センターの佐

々木忍所長、上田東一花巻市長、

猿ケ石北部土地改良区の小原雅道

理事長、川村会長、佐藤組の佐藤

寛代表取締役社長らが出席。

　神事に従い、佐々木所長や小原

理事長、佐藤代表取締役社長らが

地鎮の儀や玉串をささげ、工事の

無事故・無災害を願った。

　式典後、川村

会長は、待望の

着工を喜びなが

ら、「水田を有効

活用した持続可

能な営農の確立

と、担い手の育

成・確保に向け、

ほ場整備はどう

しても欠かせな

い手段」と強調。

「中山間地域の

棚田でもスマー

ト農業などに対

応できる農地を作ってほしい」と

工事の安全を願った。

　来賓として佐々木所長と上田市

長が登壇。佐々木所長は、「事業を

契機に農地集積を図りながら、高

収益作物の生産拡大や農福連携に

も取り組み、収益性の高い営農が

持続的に展開されることを期待し

ている。（施工者と）緊密に連携し、

良質な工事成果を届けることがで

きるように万全を期したい」など

と述べ、事業に対するさらなる協

力を呼び掛けた。

　施工者を代表し、佐藤代表取締

役社長は「ほ場整備の中でも、高

低差があり、難易度の高い工事。

発注者や関係者と連携しながら、

よりよいものを作り上げたい」と

無事故・無災害での完成を誓った。

　現場代理人の早川将伍さんは

「現場は高低差があり、全体的に

表土が不足しているため、車両に

よる搬入が予定されている。幅員

が狭いため、交通災害には十分注

意しながら工事を進めていきた

い」と話している。

　平良木地区は、1967～68年度に

かけて団体営ほ場整備事業により

10㌃区画に整備。2014年に同地区

内で地域のほ場整備を考える会を

立ち上げ、受益者アンケートや先

進地視察、検討会、説明会などを

行いながら、地域の合意形成を図

り、関係機関などに対してほ場整

備事業の要請を行ってきた。19年

度に事業採択を受けた。

　受益面積は69.5㌶で、受益戸数

は68戸。総事業費は26億8300万円。

24年度までの事業期間を予定して

いる。計画では、30～50㌃区画に

拡大するとともに、農道も整備。

さらに、用排水分離し排水路を下

げることで、ほ場への湧水を遮断

するとともに暗渠排水の施工によ

る乾田化を図り、個別完結となっ

ていた農地も法人に集積し、効率

的な連続作業の実現を目指す。

　また、用水については、パイプ

ライン化を図り、合理的で安定し

た水供給による管理の省力化を計

画している。
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　県花巻空港事務所は３日付で、

簡易総合評価落札方式で実施する

「花巻空港Ｗエプロンほか改良基

本設計業務委託」を公告した。申

請書の提出期限は11日正午で、入

札は24日に行われる。

　この業務は、花巻空港Ｗエプロ

ンとＴー５誘導路について、経年

劣化に伴う路面の破損などが確認

されていることから、改良工事に

必要となる基本設計を行うもの。

委託期間は22年３月20日までを予

定している。

　Ｗエプロンの基本設計では、県

警ヘリの運用計画を受けて整理し

た検討結果に基づき、平面線形と

概略縦横断の検討を行い、その検

討結果に基づき概算数量と概算工

事費を算出。Ｔー５誘導路基本設

計では、Ｗエプロンの検討結果を

踏まえて、平面線形および概略縦

横断を検討し、概算数量と概算工

事費の算出を行う。

　ＷエプロンとＴー５誘導路の舗

装改良設計では、Ｗエプロンの利

用実績を踏まえて設計条件を整理

する。既往資料に基づき既設舗装

の構造評価も行い、設計条件や舗

装構造評価の結果に基づき、舗装

設計を行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　県企業局は、施設総合管理所改

修実施設計業務委託を入札した結

果、同業務はアティック建築事務

所が391万円で落札した。委託期

間は2022年３月25日まで。入札に

は11社（うち２社不参加）が参加

し、最低制限価格は391万円だっ

た。

　同業務は、盛岡市上田字松屋敷

地内にある施設総合管理所（鉄筋

コンクリート造３階建て延べ床面

積1482.36平方㍍）の改修に向け

た実施設計を行うもの。

　改修面積は752.75平方㍍。設計

業務の主な内容は、施設総合管理

所改修一式、エレベーター設置一

式、屋外トイレ設置一式、屋外階

段設置一式、駐輪場移設一式など

となっている。

　改修設計の対象は、１階の大会

議室と会議室３カ所、２階の男女

更衣室、休養室、３階の事務室・

トイレなどを予定している。

　一関市は、21～26年度までを期

間とする学校施設長寿命化計画

（第１期計画）をまとめた。公共

施設等総合管理計画に基づく学校

施設の個別施設計画に位置付けた

ものとなる。人口の現状や見通し、

財政状況、各施設の劣化状況など

を踏まえ、小学校20校52棟、中学

校14校45棟について、改築を検討、

長寿命化改修を検討など五つのグ

ループに分類した。（関連５面）

　市が保有する学校施設は現在、

小学校28校、中学校16校の計44校。

学校統合により、24年４月までに

小学校22校、中学校14校の36校に

なる見通しとなっている。

　学校施設長寿命化計画は、市立

小中学校の現状と課題を踏まえ、

今後の学校施設の適正管理に向け

た基本的な考え方や取り組みの方

向をまとめたもの。計画をもとに、

教育環境の質的向上を考慮しなが

ら、改築・改修等の優先順位など

具体的な対応について検討を進め

ていくとしている。

　今回の１期計画は、21年３月時

点で統合を予定している花泉地域

の６小学校、室根地域の２小学校、

大東地域の２中学校を除く、小学

校20校、中学校14校が対象。統合

時に新築される花泉小と室根小

は、次期計画以降に対象施設とす

ることとしている。

　各学校の棟ごとに劣化状況など

を点検調査。結果を踏まえ、Ａ（改

築を検討）、Ｂ（長寿命化改修を検

討）、Ｃ（大規模改造を検討）、Ｄ（部

位修繕を検討）、Ｅ（通常の維持修

繕で対応）の五つのグループに分

類した。ＡとＢについては、詳細

な調査を行い、調査結果と長期的

利用の見通しを勘案した上で、改

修などを進めるとしている。

　分類した結果を見ると、小学校

はＡ７棟、Ｂ３棟、Ｃ２棟、Ｄ７

棟、Ｅ33棟。中学校はＡ４棟、Ｂ

４棟、Ｃ３棟、Ｄ８棟、Ｅ26棟と

なった。

　詳細を見ると、小学校では、Ａ

が一関小の校舎１と体育館、中里

小の校舎１、川崎小の校舎、藤沢

小の校舎、体育館、武道館。Ｂは

一関小の校舎２、厳美小の校舎、

黄海小の校舎。Ｃは猿沢小の校舎

と川崎小の体育館。Ｄは赤荻小の

校舎と体育館、滝沢小の校舎、厳

美小の体育館、舞川小の校舎、黄

海小の体育館、新沼小の校舎２と

なった。

　中学校は、Ａが萩荘中の校舎、

舞川中の校舎、東山中の校舎１、

藤沢中の体育館。Ｂは一関中の校

舎１、東山中の武道館、室根中の

校舎１、藤沢中の校舎１。Ｃは桜

町中の校舎１、室根中の体育館、

藤沢中の武道館。Ｄは磐井中の校

舎２、厳美中の校舎、舞川中の体

育館、花泉中の武道館、大東中の

校舎とプール上屋、室根中の校舎

２と武道館。そのほかの建物につ

いては、小、中学校ともＥとなっ

た。

工事が本格化する平良木地区


